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浅沼半
はん

十郎
じゅうろう

（近習
きんじゅう

頭取）― 杉江
す ぎ え

（妻）、直江
な お え

（娘） 

ふで（ 婢
はしため

）、伊助（下僕） 

谷村新兵衛（大納戸 杉江の兄） 

小出帯刀
たてわき

（前筆頭家老）― 満江
み つ え

（後妻）、新五郎（次男） 

多喜
た き

（帯刀の妾） 

石橋瀬
せ

左
ざ

衛門
え も ん

（江戸御留守居役）― 久仁（妻）、銀次郎（次男 帯刀の甥
おい

） 

矢野藤蔵
とうぞう

（御馬乗り役）、光之
こ う の

助
すけ

（息子）、兼子
か ね こ

庄六
そうろく

（家僕） 

仁
じん

八郎
ぱちろう

（先代御馬乗り役）、惣蔵
そうぞう

（藤蔵の祖父） 

溝口要助
ようすけ

（師範代） 

  内藤半
はん

左
ざ

衛門
え も ん

（長老 普請組） 

安之
や す の

助
すけ

（亡き息子）― 民乃
た み の

（嫁）、道之
み ち の

助
すけ

（民乃の息子） 

杵七
きねしち

（元奉公人）、ひさ（台所手伝い） 

  沖山茂
も

兵衛
へ え

（大納戸） 

  北爪
きたづめ

平九郎（御番頭）、金蔵（小者） 

  長坂権
ごん

平
へい

（御供目付→貸米役→兵具方）― 登
と

美
み

（妻） 

  飯塚孫之丞
まごのじょう

（近習組） 



播磨
はりまの

守
かみ

親
ちか

好
よし

（藩主）、康五郎
やすごろう

（世子） 

石渡新三郎
しんざぶろう

（側用人） 

由利
ゆ り

万之助（江戸家老） 

杉原忠
ちゅう

兵衛
べ え

（筆頭家老）、赤松織
おり

江
え

（江戸の剣客） 

望月四朗右衛門隆
たか

英
ふさ

（元筆頭家老）、四朗右衛門隆安
たかやす

（亡き家老） 

金内修理
し ゅ り

（中老） 

河村作
さく

左
ざ

衛門
え も ん

（組頭）、金吾（嫡男 御世子付頭役） 

笠松
かさまつ

六左衛門（元大目付） 

森口喜
き

左
ざ

衛門
え も ん

（御目付） 

根岸晋作
しんさく

（御徒
かち

目付） 

曾根
そ ね

幾之
い く の

進
しん

（江戸詰近習頭取）、富之
と み の

助
すけ

（息子） 

野原甚之
じ ん の

助
すけ

（近習頭取）、芳賀
は が

善
ぜん

助
すけ

（近習頭取） 

加治
か じ

新之助（御使番）、左門
さ も ん

（父） 

井森敬之
け い の

進
しん

（御使番）― 素女
も と め

（妻 加治の妹） 

河村作
さく

左
ざ

衛門
え も ん

（組頭） 

清水俊
しゅん

助
すけ

（普請組） 

三宅
み や け

重兵衛（御納戸方 権平の妻登美の兄） 

中林市之
い ち の

進
しん

（大阪蔵屋敷上方役）、市
いち

兵衛
べ え

（祖父 御厩
うまや

勤め） 

牧村吉
きち

兵衛
べ え

（馬術師範）、金沢虎
とら

太
た

（御馬乗り） 

庭田良
りょう

伯
はく

（御医師） 

仲迫
なかせこ

道倫（江戸奥医師） 

淡路
あ わ じ

屋喜作（米問屋 番頭） 


